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ここがポイント！【研究内容】

イオン伝導を活用した
新規無機材料開発

田村 真治 TAMURA Shinji

応用化学専攻 准教授
物質機能化学講座 無機材料化学領域 今中研究室

固体結晶中を伝導できるイオン種を新たに 19 種類発見すると
ともに、実用領域のイオン伝導性を有する種々のイオン伝導性
固体を創製してきた。また、触媒材料・色材・電池材料など現
在の産業や工業における重要なセラミックス材料においては、
イオン伝導の観点から構造的特徴を考察することで斬新な新規
材料が得られると考え、これら材料開発への展開も行ってきた。
例えば、種々のセラミックスガスセンサ開発においては、作動
温度の大幅な低下とガス選択性の向上を達成している。

セラミックス、イオン伝導、センサ、色材

応用分野 環境保全分野、エネルギー分野
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